
６
月
２
１
日
、

区
議
会･

建
設
委

員
会
は
「
公
園
な
ど
の
公
衆
ト
イ
レ
の
和
式
ト

イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
改
善
を
求
め
る
陳
情
」

を
審
議
し
ま
し
た
。

陳
情
者
は
「
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に

改
善
を
求
め
る
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
３
８
３
名

の
署
名
も
寄
せ
ら
れ
「
公
園
内
の
ト
イ
レ
も
和

式
で
は
な
く
洋
式
ト
イ
レ
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」

と
、
「
多
く
の
高
齢
者
の
方
々
が
散
歩
に
出
て
、

途
中
に
園
内
ト
イ
レ
に
入
ろ
う
と
し
て
も
、
和

式
ト
イ
レ
の
た
め
足
の
膝
が
痛
く
腰
を
下
ろ
す

こ
と
さ
え
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
使
え
な
い
と
嘆

い
て
い
ま
す
」
「
計
画
的
に
公
園
内
の
公
衆
ト

イ
レ
を
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に
改
善

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
特
段
の
お
力
を
尽
く

し
て
」
と
言
う
も
の
で
す
。

陳
情
事
項
は
、
２
つ
に
は
ト
イ
レ
内
に
カ
バ

ン
な
ど
置
く
荷
物
だ
な
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
に
は
清
掃
の
と
き
水
は
け
を
よ
く
し
て
て

水
溜
り
が
で
き
な
い
よ
う
改
善
を
求
め
る
も
の

で
す
。

区
は
、
公
園
、
児
童
遊
園
、
公
衆
便
所
（
駅

前
な
ど
）
合
計
３
３
１
ヵ
所
、
便
器
総
数
は
５

７
０
個
。
そ
の
う
ち
、
洋
式
便
器
は
９
７
ヵ
所

洋
式
ト
イ
レ
は
わ
ず
か
１
７
％
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
区
は
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
（
障
害

者
な
ど
が
利
用
す
る
）
を

設
置
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
、

質
疑
の
な
か
で
、
「
だ
れ

で
も
ト
イ
レ
」
の
費
用
は

１
カ
所
、
１
０
０
０
万
円

か
か
る
と
言
い
ま
し
た
。

与
党
か
ら
は
「
り
っ
ぱ
過
ぎ

て
宿
泊
す
る
ん
で
す
か
と
、
区

民
か
ら
言
わ
れ
た
」
。
水
は
け

に
つ
い
て
は
「
指
導
で
改
善
で

き
る
は
ず
」
と
指
摘
さ
れ
、
区

は
約
束
し
ま
し
た
。

私
（
伊
藤
和
彦
）
か
ら
は
、

区
の
説
明
報
告
で
は
洋
式
ト
イ

レ
に
で
き
な
い
理
由
に
、
「
洋

式
便
器
を
嫌
う
利
用
者
の
い
る

こ
と
、
改
善
に
多
額
な
費
用
が

か
か
る
、
い
た
ず
ら
が
多
く
な

る
の
３
つ
を
問
題
に
し
て
い
る

こ
と
を
批
判
し
て
、

「
陳
情
者
の
言
っ
て

い
る
の
は
立
派
な
、

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
を

作
っ
て
く
れ
な
ど
と

言
っ
て
い
な
い
。
簡

易
な
ポ
ー
タ
ブ
ル
式

の
も
の
、
値
段
に
す

れ
ば
一
個
、
１
万
円

も
か
か
ら
な
い
も
の

を
求
め
て
い
る
こ
と
、

荷
物
置
き
場
を
扉
の

フ
ッ
ク
で
兼
ね
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く

置
く
棚
を
求
め
て
い

る
こ
と
、
水
は
け
に

つ
い
て
は
「
足
の
不

自
由
な
人
が
滑
っ
て

転
ん
だ
」
と
い
う
陳

情
者
の
声
も
紹
介
し
、
指
導
改
善
は
す
ぐ
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
急
ぐ
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
の
担
当
者
・
み
ど
り
と
公
園
推
進･

斑
目

室
長
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

検
討
す
る
。
で
き
る
も
の
は
や
り
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
陳
情
の
態
度
は
、
日
本
共
産
党

は
「
区
民
の
当
然
の
願
い
で
あ
り
採
択
を
」
主

張
。
し
か
し
自
民
、
公
明
、
無
会
派
は
「
継
続
」

を
主
張
し
結
果
は
、
多
数
で
「
継
続
審
査
」
と

な
り
ま
し
た
。

区
民
の
願
い
実
現
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
区
議
会
議
員･

伊
藤
和
彦
）
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http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

日本共産党区議団は、議会質問に活かすた

め第１２回区民アンケートを行っています。

みなさんの要望、声をお寄せ下さい。すでに

約１週間で３１６通の回答が寄せられていま

す。暫定的な集計では、この１年で生活が苦しくなったと答え

た人は７４％、電気料金値上げ反対は８４％、原発再稼動に反

対は５６％、消費税増税に反対は５０％、どちらかと言えば反

対は２２％などと答えています。区民からの声は「医療費が高

い。年金から介護保険料と税金を引かないで欲しい」「３年後

に定年になる、ローンの返済で相談したい」

共産党に対しては、「がんばってください」「頼りにしてい

ます」「熱心に取り組んでいると思う」などの声も寄せられて

います。アンケートにご協力をお願いします。

公園の公衆トイレは和式のものが多数

「民主党は消費税は４年間は上げないと

いっていたのに、自民、公明党３党で密

室で決めるなんて、とんでもない！収入

が減り負担が重くなる。 大飯原発再稼

動もおかしい！あそ この知事は裏でお

金をもらったのではないか。放射能は何

十年、何百年も消えないという、危険な

ものだ 。子ど もたちのことを考え て欲し

い。原発再稼動はやめて欲しい。もう野

田さんもやめて欲しい」

（５０代の男性から竹ノ塚駅東口にて）
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質問にお答えします

Ｑ、いま日本の政治の閉塞状況につけ

こんで橋本徹･大阪市長を「時代の寵児」

扱いするマスコミ報道をどう思いますか。

また橋本市長のいう「改革」とはどんなも

のですか。（保木間･Ｓさん）

Ａ、マスコミ報道による橋本「維新の会」への報道は過熱し異常で

す。これは「２大政党」「政権交代」の破綻する政治の閉塞状況ととも

に情勢の「反動的･ファッショ的打開」という企てから危険性を持って

いると考えます。橋本「維新の会」が‘これまでやってきたこと‘‘こ

れからよろうとしていること‘を検証してみると、この勢力の進める政

治の中身「改革」が、古い自民党政治の反動的強化にほかならないこと

が鮮明です。大阪で推進してきたものに、その手法･論理にはいくつか

特徴があります。財源を社会保障に使うことを「ぜいたく」と言って、

市長とそのブレーン集団が決めた「削減計画」を強権的に現場と住民に

押し付けることです。トップダウンによる強権的な改悪のやり方が財界

など日本の支配層に受けているものです。

２つ目の特徴は、社会的弱者への‘バッシング‘と住民の‘分断‘で

す。橋本氏は「タレント弁護士」時代に「税金を払わない奴は生きてい

る資格がない」と発言し、およそ弁護士とは思えない人権意識の欠落し

ている人物と言えるでしょう。３つ目は黒字や利益の出る事業を「官」

が行うのは「けしからん」とし、公的事業や公有地、公的施設などを民

間企業に明け渡す、民営化、民間開放の推進者であることがよくわかり

ます。情勢の反動的打開をねらった政治策動と正面からたたかう日本共

産党の主張と活動が自由と民主主義の守り手として、いまこそ真価を発

揮するべき時と考えます。 （伊藤和彦）

交
通
網･

都
市
整
備
調
査
特
別

委
員
会
は
６
月
２
２
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

区
か
ら
「
Ｕ
Ｒ
花
畑
団
地
周
辺

ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況
」
が
報

告
さ
れ
質
疑
し
ま
し
た
。
自
民
党

委
員
か
ら
は
「
花
畑
団
地
は
反
対

が
多
い
」
か
ら
事
業
が
進
ま
な
い

か
の
よ
う
に
発
言
し
、
「
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
つ
か
な
い
」
と
発
言
。
ま

た
西
新
井
の
開
発
の
よ
う
に
「
Ｕ

Ｒ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
な

ど
と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
久
し
ぶ
り
の
交
通･

都
市

基
盤
委
員
に
な
っ
て
委
員
会
で
改

め
て
、
花
畑
団
地
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

長
い
間
建
て
替
え
対
象
団
地
と

さ
れ
、
花
畑
団
地
は
新
規
募
集
も

な
い
ま
ま
、
約
１
０
０
０
戸
の
空

き
家
が
生
ま
れ
放
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
。
突
然
、
Ｕ
Ｒ
が
「
複
合
型

再
生
団
地
」
に
指
定
変
更
と
な
り

居
住
者
に
混
乱
を
生
じ
た
こ
と
。

自
治
会
や
住
民
運
動
で
５
ヵ
所
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
２
７
号
棟
に
は
５
階
ま

で
、
各
階
と
ま
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
作
ら
れ
た
こ
と
。
東
集
会
所
の

立
て
替
え
が
区
の
審
査
の
遅
れ
で

着
手
で
き
な
い
こ
と
。
給
水
塔
が

解
体
さ
れ
、
７
９
号
棟
、
８
０
号

棟
の
居
住
者
か
ら
「
水
の
出
が
悪

く
な
っ
た
」
こ
と
。
Ａ
、
Ｂ
街
区

の
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
、
す
で
に
１
１
５
７
戸
を
壊

し
、
現
在
の
戸
数
は
１
５
６
８
戸
。

約
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
売
却

予
定
地･

団
地
西
側
に
居
住
者
な

ど
か
ら
「
特
養
老
人
ホ
ー
ム
、
シ

ル
バ
ー
ピ
ア
、
病
院
、
医
療
機
関

の
建
設
、
子
ど
も
施
設
な
ど
要
望
」

が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
、
団
地
居
住
者
へ

の
事
業
概
要
の
説
明
で
は
「
独
立

行
政
法
人
と
し
て
経
営
の
健
全
性

を
確
保
す
る
」
と
売
却
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
。
区
は
Ｕ
Ｒ
と
よ

く
協
議
し
、
居
住
者
の
要
望
に
応

え
る
よ
う
質
疑
し
、
区
は
「
Ｕ
Ｒ

と
協
議
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
よ
せ
く

だ
さ
い
。
（
伊
藤
和
彦
）

交
通
網･

都
市
整
備
調
査
特
別

委
員
会
で
は
「
竹
ノ
塚
駅
付
近

鉄
道
高
架
化
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
」
報
告
が
あ
り
、
質

疑
し
ま
し
た
。

竹
ノ
塚
駅
立
体
化
事
業
は
、

事
業
認
可
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
今
秋
、
工
事
着
手
へ
と
準
備

が
進
み
、
東
武
鉄
道
と
の
施
行

協
定
で
用
地
取
得
、
建
物
補
償

交
渉
が
４
月
に
行
わ
れ
た
こ
と

の
報
告
で
す
。

総
事
業
費
は
５
３
７
億
円
。

私
は
、
区
の
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
に
都
に
求
め
る
べ
き
だ
と

発
言
し
ま
し
た
。
最
近
、
墨
田

区
で
は
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
の

関
連
で
都
市
計
画
事
業
を
単
独

で
実
施
す
る
こ
と
で
そ
の
関
連

で
２
３
区
の
中
で
鉄
道
立
体
化

事
業
な
ど
都
市
計
画
の
負
担
割

合
を
以
前
の
都
が
７
割
、
区
が

３
割
に
す
べ
き
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
区
は
財
源
確

保
に
向
け
協
議
す
べ
き
と
質
し

ま
し
た
。
区
は
「
環
境
が
整
っ

た
ら
協
議
し
た
い
」
と
答
弁
。

都
と
交
渉
し
実
現
す
れ
ば
足

立
区
は
４
５
億
円
軽
減
で
き
る

も
の
で
す
。

新婦人５０周年のあゆみＤＶＤを
見るつどい 新婦人･みつばち班

７月１日（日）午後１時半より
だれでも参加できます。無料です。放射能内部

被曝から子どもを守るために、お茶とお菓子でお

しゃべ り会です。場所 花畑 6 - 2 0 - 1 伊藤宅 ･

談話室「遊学舎」 連絡先電話 3 8 5 9 - 6 9 5 2

ＵＲ花畑団地の｢再生}事業で解体される号棟


